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をモニタリングし、HRT の違いが微生物群集構造に及ぼす影響を評価した。スタートアップは HRT を 100 日
から50日、20-22日と段階的に負荷を上げていった。徐々に後段の汚泥脱水機能の低下と消化槽内の発泡現象が
見られたため、HRT を 27-30 日にして負荷を下げ、連続的な安定運転が行えた。Bacteria に関しては、運転開
始17日後のサンプルでは、Chloroflexi門、Firmicutes門、Alphaproteobacteria綱、Betaproteobacteria綱、
Actinobacteria 門、Synergistetes 門など定常期に構成される主要な門に加えて、OP8 門が 8%程度存在してい
た。安定して運転される頃にはDeltaproteobacteria 綱、Bacteroidetes 門、Spirochaetes 門、Acidobacteria門
が増加、Chloroflexi 門、Firmicutes 門、OP8 門などは減少させ、様々な論文で報告されている下水汚泥を処理
する群集構造により近い形となった。また、脱水性の低下や発泡現象の原因と考えられている Candidatus 
Microthrix parvicellaは 3-5%で検出された。Archaeaは、全期間を通してMethanosaeta 属が最も優占的に存














集構造を門レベルで見ると、実規模、ラボスケール共に Firmicutes 門、Proteobacteria 門、Bacteroidetes 門、
Chloroflexi 門が優占していた。特に優占度の高かった Firmicutes 門に属する酸生成・酢酸生成細菌については
基質の違いによって特色があることが明らかとなった。Archaeaの微生物群集構造についてはTS濃度、COD濃
度が比較的低かった実規模の方では、酢酸資化性の Methanosaeta 属、水素資化性の Methanoculleus 属、
Methanospirillum 属が優占し、TS 濃度、COD 濃度が比較的高かったラボスケールの方では酢酸資化性の































た場合、プローブは蛍光標識の違いによって 3 種類が識別可能であり、本研究では Bacteria、Archaea、
Methanosaetaceaeの 3プレックス定量に成功している。したがって、本研究で開発した分子量分画膜を用いた
新規 rRNA定量法は、①指標微生物の増減が明確に把握できるだけの定量性能があり、②様々なオリゴヌクレオ
チドプローブを用いることができるため、様々な種の微生物の定量が適用可能で、③他の方法に比べて極めて迅
速・簡便な方法であるため、微生物動態解明のためのツールとして適切な方法として提案できる。 
